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誌面に掲載した記事・
写真等の無断複製・転
載等はお断りします。
お問い合わせ・ご意見
は狛江市市民協働課へ
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農村地帯だったころ、狛江市内には六郷用水、
野川、清水川、岩戸川、根川に加え、そこか
ら田や畑に水を引く流れが張りめぐらされてい
た。これらの川や流れには大小さまざまな橋が
数多く架かっていた。橋は多くの人が行き交う
交通の要であるとともに、子どもたちには格好
の遊び場となっていた。市街化につれて、これらの

流れは次々と姿を消し、それとともに橋も役目を
終えた。昭和40年代に六郷用水に下水道管が
敷設され、ついで1967（昭和42）年には
野川が調布市・世田谷区との境を流れるように
改修されて、旧野川にも同様な工事が行われ、
地上は緑地公園になった。現在、市内の橋は市

境の野川、多摩川と根川に残るだけになった。

団体と市が協働事業
提案を15日から募集
団体のみなさんが、市と協
働で行う事業を提案できる制
度がスタートします。
対象となる提案は、次の条
件を満たす提案者が行う事業
です。
①市内で行われる②平成
20年度に実施できる③地域
社会の発展または地域の課
題や社会課題の解決が期待

できる④協働で実施すること
により大きな効果が期待でき
る⑤協働で実施することが制
度的に可能で、その役割分担
が明確かつ適切である⑥単
年度で完了する。ただし、年
度ごとの申請と審査で連続し
て提案することができます。
募集は５月15日号の広報こ
まえに掲載し、開始します。
〔問い合わせ〕狛江市企
画財政部市民協働課☎ 
3430-1111(内線2421)

夏野菜の栽培に挑戦
小学生が農業体験塾
夏野菜の種まきから収穫
までの一連の作業を体験す
る「狛江市子ども農業体験塾 
野菜作りの達人教室」の開校
式が4月14日、狛江第一小
学校体育館で開かれた。
この塾は、農作業を通して、
次世代を担う子どもたちに食
べ物を作る大変さ、自然の恵
み、都市農業などへの関心を
高めてもらおうと、市民部産
業生活課と市教育委員会教育
部指導室が共催、狛江市農産
物直売会に所属する農家の協
力で昨年初めて行われた。
ことしも小学校を通して参

加を呼び
かけた
ところ、
定員より
20人多い
60人が応募、協力農
家を２軒増やし10軒に
して全員受け入れるこ

とになった。
開校式には、小学4年から
6年の子ども約50人と保護
者、受け入れ農家などが参加
した。木村忍教育長が「作業
は大変なこともあるけど、楽
しんで作物を育ててください」
と開校の言葉を述べた。
子どもたちは農家の人と対
面、10班に分かれて作業日
程などの説明を受けた。
その後、4月下旬にはエダ
マメのほかトマト、ナスなど2、
3種類の夏野菜の苗などを植
えた。今後は月2、3回土、
日に草取り、支柱立て、収穫
などを体験、7月21日には
全員で収穫祭を行う。

写真提供＝玉泉寺、谷田部公司さん、小川
利幸さん、田代實さん（故人）資料＝『狛江
市の民俗Ⅳ』（狛江市教育委員会）取材協力
＝曽我宗一さん、飯田久雄さん、飯田トヨ子
さん、鈴木茂男さん、浜本玄房さん（順不同）

北多摩郡でいちばん早くコンク
リート製になった一の橋

曽我宗一さん（85歳）の話　ウチは祖
父の代から橋の横でよろず屋をやってい
ました。昔は一の橋は石の橋で、二の橋
は木の橋で、ウチの屋号は石橋というん
ですが、二の橋の横にあったよろず屋の

屋号は板橋と言ってまし
た。新一の橋は、世田
谷通りが造られたときに
架けられて、バスも通る
ようになり、人通りも増
えました。その後、軍
需工場ができたときに、
湘南の橋が造られまし

た。明治23年
生まれの父が若
いとき、一の橋
を石橋からコン
クリートに改修
するのを手伝っ
たんですが、コ
ンクリート製の
橋は北多摩郡ではいちばん早かったと聞
いてます。いまある石橋供養塔はウチの
父が屋根をつけたり、花を飾ったりして、
守っていたんです。この橋は六郷用水が
なくなるまで使われましたが、橋の幅が３

ｍぐらいありましたね。用水と野川の水
が合流するので、一の橋の辺りは川幅が
道より広かったんです。子どものころは、
水もきれいで、橋の上から飛び込んだり、
よく遊んだものです。

富士山や丹沢がきれ
いに見えた御台橋

鈴木茂男さん（80歳）の
話　御台橋は、昔は「五代
橋」と書いたん
です。野川も「大
川」と呼びまし
た。小学生のこ
ろ、橋からすごく
きれいに富士山
や丹沢が見えました。学校
へ行くのにこの橋を通るん
だけど、ガキ大将が通せん

ぼをしていて、しかたなく
上流の大橋まで遠回りした
こともありましたね。川と
道の間は草が茂っていて境
がわかりづらくて、よく人

や車が落
ちました。
大川から
田や畑に
水を引くた
くさんの

支流が出ていて、家
の周りに小さな橋が
たくさんありました。

どの川も水がきれいで、泳
いだり、魚を捕ったりしまし
たよ。橋の10mぐらい下
流にせきがあって、夏はよ
く涼んでました。

ホタルやサワガニもいた田中橋、
レンガ造りできれいだった駄倉橋

田中橋・駄倉橋・飯田久雄（87歳）さ
ん、トヨ子さん（79歳）の話　田中橋は、
地元では「橋場」と呼んでました。六郷
用水も「橋場の川」って言ってましたね。
昭和初めごろは、橋の辺りは小高くなっ
ていて、土手沿いに木が植えてありまし
た。うっそうとしていて子どもには夜は怖
い場所でしたが、ヤマブドウやアケビなん
かが生えていて、採ってきて食べました

ね。そこだけは、当時は珍しい街灯が立っ
ていました。昭和４年に木の橋からコンク
リート製になったんですが、幅4m、長さ
10mでした。水面までは４mもあっ
て、洗い場まで作物を持って上がり下
りするのがたいへんでした。下流で
水が必要なときは深さがひざぐらいま
であったけど、秋から冬は根川の水と
わき水だけで流れも細かったですね。
橋の近くには用水の洗い場と、八百
屋と花屋があったり、花を入れておく

ムロもありました。下流に冬に氷を作って
いるところがあったんだけど、スケートを
して怒られました。昭和35年ぐらいまで
は水量も豊かで、きれいでした。ホタル
やサワガニもいっぱいいましたよ。
学校へは駄倉橋と和泉橋を渡っていった
んです。駄倉橋はレンガ造りのすごくき
れいな橋でした。橋の横には、村で一軒
だけ文房具を買える店があって、教科書
もそこで買いました。

野川のはんらんに悩まされ、
商品が飾れなかった御台橋

浜本玄房さん（66歳）の話　昭和
37年に勤めていた会社が御台橋の
横に出した店をまかされたんです。
２年後に独立したんですが、当時は
前の松原通りが砂利道でした。東京
オリンピックの時に舗装されました。
よく野川の水があふれるんで、商品
の電化製品をすぐ上げられるようにし
ていました。ただ、当時の花形商品
だった冷蔵庫は重くて持ち上げられ
ないので、店には飾れませんでした。
雨が降る度に気が気じゃなかったです
よ。41年の野川の大洪水のときに
は床上まで浸水したんだけど、なか
なか水が引かなくて、近くの人はバ
スを降りてから家まではだしになって
苦労して帰ったんです。

橋を渡る稚児行列

橋から野川の下流を見る

御台橋付近の松原通り

一の橋交差点付近の世田谷通り。
右側を六郷用水が流れていた

一の橋交差点付
近の石橋供養塔

●写真中の数字は撮影された年

御台橋の親柱

エコルマ３前にある駄倉橋の親柱と説明板
六郷さくら通りの田中橋交差点とその近くに保存
されている田中橋の親柱（左）
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長ネギと同じ
ユリ科の野
菜で、原産
地は西アジ
ア、中央ア
ジアなど諸
説があるが、
栽培の歴史は非常に古い。
紀元前5000年には既に
栽培され、エジプトではピ
ラミッドを作る人たちに強
壮剤として与えられ、神殿
に供えて祝日に必ず食べた
といわれる。
日本へは江戸時代に輸入
され、明治時代に北海道で
栽培が始まったが、消費が
伸びたのは昭和に入ってか
ら。特に戦後、家庭で洋
食が一般化すると急速に拡
大、ダイコン、キャベツと
並んで大量に消費されるよ
うになった。
最近は、独特の臭いと
切ったとき涙が出る刺激と
辛みの素である硫化アリル
が、血液をサラサラにして
高血圧や糖尿病など生活習
慣病の予防に効果があると
して人気を呼んでいる。た
だ、動物には悪影響がある
ので与えない方がよい。

鱗茎と呼ばれる食用の白
くて丸いところは茎の一部
が肥大したもの。収穫期は
秋まき春出荷、春まき秋出
荷などいろいろある。
市内では多くの農家で秋
まきの新たまねぎを栽培し
ている。猪方の栗原繁さ
んは、ゴールデンウィーク
明けまでが収穫期の極早
生「スーパーハイゴールド」
と、市内でよく作られてい
る品種「OK」を栽培して
いる。駒井町の松坂進さん
は5月中旬まで採れる極早
生の「浜育ち」と、一般的
な「OP」を栽培している。
極早生は水気が多くてか

らみが少なく生食に適して
おり、上の部分の切り口が
しまっているものが新鮮。
5月中旬から6月中旬に収
穫するOP、OKは風通しの
良い涼しいところなら長期
保存が可能という。

戦後の洋食の普及で急速に消費が拡大

野鳥の鳴き方は大別して
２種類と言われている。
ひとつは相互の呼び合い
や仲間への合図、警戒の叫
びなど、生活上の声と言え
るもので、これを「地鳴き」
と呼んでいる。例えば、冬
のウグイスは多摩
川や、時には庭先
の低い繁みの中で
「ヂャ、ヂャ」と鳴
いているのが、そ
れである。
これに対して、声高く

「ホーホケキョ」と鳴くのが
「さえずり」で、求愛行動
の一形態である。
さえずりの代表にあげら
れるのが、春の訪れを告げ
るヒバリやウグイスで、美
声を周囲に響かせて己の存
在を示し、メスをひきつけ
ようというのである。当然

ながら、さえずるのはもっ
ぱらオスの役目で、繁殖期
の春から初夏にかけて多く
聞かれる。
ウグイスの場合、3月に
なるとまず「ケキョ、ケキョ」
の発声練習から始まる。

10日ほどもすると
その頭に「ホー」
が付いて「ホーホ
ケキョ」となる。
最初に「ホー」

が出てこないのは幼いから
ではない。昨年さえずって
いた成鳥も、初めは毎年「ケ
キョ、ケキョ」から学習する
のである。
さえずりが歌えるように
なると里山やかなりの高地
にまで移動して繁殖期を迎
える。
 （狛江探鳥会・松尾武重）
写真はさえずるウグイス

毎年発声練習するウグイス

野鳥のさえずり

音楽のあふれる街にと
いう願いをこめ、ピア

ノや室内楽などのコンサー
トが催せる音楽専用ホール
が和泉多摩川駅前の商店街
に昨年暮れにオープンした。
有限会社シャレードを経
営する坂間一恵さん（写

真）が、４階建ての店舗付
きマンションの１階と２階部
分を改装、客席最大70席
のホール（面積41㎡）と、
ピアノ付きのレッスン室３室
（16㎡、6㎡、4㎡）を設
けた。「サントリー・ホール
を小さくしたようなホール
に」という坂間さんの希望
で、ホール部分は１階と２
階の床を抜いて高さ4.5m
の吹き抜けにしたほか、防
音壁や二重扉にし、空調の
音も聞こえないよう配慮す
るなど、音の良さにこだわっ
た。ホール備え付けのグラ
ンド・ピアノにはドイツのス
タンウェイを置き、２階席か
らピアノの演奏者の指の動
きが見られるのも、聴衆に
好評だという。
30年前から同所でブ

ティックを営んでいた坂間
さんは、クラシックからジャ
ズまで幅広いジャンルの音
楽を愛し、海外の演奏会に
も出かけるほど。昨年、孫
がレッスンを受けているピ
アノの先生から、若い音楽
家が練習場所に困っている
という話を聞いたことなど
がきっかけで、「音楽を志
す若い人が楽器の練習に使
え、街の人が気軽に良い音
楽に触れられる場所を造ろ
う」とホールの建設を思い
立った。「子どものころ、ピ
アノが習いたかったけど、

できなかった」という思い
をこの音楽ホールに注いだ
という。
昨年12月から貸し出し
を行っており、レッスン室は
まずまずの利用状況だが、
ホールはあまり知られてい
ないこともあり、これまで
に開かれたコンサートは数
回。しかし、演奏者や聴衆
には「音が良い」と好評な
ことから、今後はもっとＰＲ
に力を入れるとともに、音
楽好きな人たちと交流を深
めていきたいと坂間さんは
話している。

マンションを改装音の良さにこだわった音楽専用ホール

DATA▶セントポリアおんがくホール
☎6240-5541　 東 和 泉3-6-13
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小田急線小田急線

セントポリア
・音楽ホール

和泉多摩川駅

玉泉寺商
店
街

八千代銀行

至
登
戸

あの店　この一品
この欄で紹介したい特徴ある品物やお店がありましたら産業生活課へお知らせください

セントポリア・音楽ホール
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